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大
だいちんじゅ

椿寿―荘子よりの引用。八千
歳を春とし、八千歳を秋とする
という木で、長寿を祝う意味。

（題字は　荒井知事の書）

のばそう！ 健康寿命、

コロナにコロナに  負けない！負けない！
出前講習会出前講習会＆＆体験講習会体験講習会  

� 担おう！ 地域づくりを

令和3年3月10日

令和2年11月11日

令和3年2月19日

令和3年4月8日

令和3年3月23日

“メインテ
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令
和
３
年
度 《
活
動
基
本
方
針
》

１
．メ
イ
ン
テ
ー
マ（
平
成
26
年
度
～
）

「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、

�

担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」

２�

．第
四
十
九
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
宣
言
事
項
の
実
践

１
、 �

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
呼
び

か
け
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
ま
す

２
、 �

介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

対
策
で
元
気
高
齢
者
を
め
ざ

し
ま
す

３
、 �

友
愛
活
動
を
基
盤
に
新
地
域

支
援
事
業
と
連
携
し
た
支
援

活
動
に
努
め
ま
す

４
、 �

高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

諸
制
度
・
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す

３
．重
点
項
目

（
１
）�老
人
ク
ラ
ブ「
会
員
増
強
運
動
」

の
新
た
な
る
推
進

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
五
年
間
、全

国
展
開
し
て
い
る
会
員
増
強
運
動
は
、

平
成
三
十
年
度
で
最
終
年
度
と
な
り
ま

し
た
が
、依
然
と
し
て
会
員
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
奈

良
県
老
連
と
し
て
会
員
数
の「
現
状
維

持
」目
標
に
、令
和
元
年
度
か
ら
の
五

年
間
、会
員
増
強
運
動
を
継
続
・
推
進

し
ま
す
。

（
２
）�コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
予
防
と

健
康
の
保
持・増
進

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
と
会
員
の
健
康
保
持
・
増
進
の
両
立

を
図
る
た
め
、次
の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

ア�

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
基
づ
く
ク

ラ
ブ
活
動
の
普
及

　

①�

３
密（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）を
避
け

る
計
画
・
運
営
の
工
夫

　

②�

参
加
者
へ
の
感
染
予
防
対
策
の
周

知
徹
底（
体
調
の
確
認
、マ
ス
ク

着
用
、人
と
の
間
隔
等
）

イ�　

自
宅
で
で
き
る
身
体
と
心
の
健
康

づ
く
り
の
呼
び
か
け

〈
体
の
健
康
づ
く
り
〉

○�

体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
生
活
、歯
・
口
腔
の

健
康
管
理
な
ど

〈
心
の
健
康
づ
く
り
〉

〇�

電
話
や
手
紙
を
活
用
し
た
仲
間
や
知

人
と
の
交
流
、趣
味
・
関
心
ご
と
へ

の
取
り
組
み
や
積
極
的
な
気
分
転
換

な
ど

　�
定
時
評
議
員
会（
書
面
決
議
）に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
役
員・評
議
員
の
方
々
で
す
。	

会
長・副
会
長
は
、次
の
理
事
会（
六
月
十
八
日
開
催
予
定
）に
お
い
て
選
任
さ
れ
ま
す
。

新
役
員
紹
介　
　

二
十
二
名

役
職	

　
　

氏 
名	

 

市 

郡

監　

事	

野
口　

敏
雄	

桜
井
市

　

 

〃	

末
澤　

豊
康	

生
駒
市

理
　
事	

岡
本
　
太
三	
大
和
高
田
市

　 

〃	

小
高
　
　
亨	
大
和
郡
山
市

　 

〃	

中
田
　
勝
久	
天
理
市

　 

〃	

植
田
　
紘
一	

橿
原
市

　 

〃	

中
辻
　
良
一	

五
條
市

　 

〃	

上
田
　
善
啓	

御
所
市

　 

〃	

中
村
　
康
雄	

香
芝
市

　 

〃	

村
井
　
宣
夫	

葛
城
市

　 

〃	

佐
々
木
恵
眞	

宇
陀
市

　 

〃	

向
井
　
敏
行	

山
辺
郡

　 

〃	

廣
津
　
皓
一	

生
駒
郡

　 

〃	

丸
谷
　
延
弘	

磯
城
郡

　 

〃	

吉
田
　
俊
弘	

宇
陀
郡

　 

〃	

中
村
　
秀
雄	

高
市
郡

　 

〃	

藤
井
　
　
誠	

北
葛
城
郡

　 

〃	

梶
嶋
　
忠
男	

吉
野
郡

　 

〃	

黒
飛
　
文
子	

女
性
部
会
長

　 

〃	

藤
井
　
節
子	

女
性
部
会
副
部
会
長

　 

〃	

藤
田
　
照
子	

女
性
部
会
副
部
会
長

常
務
理
事	

川
端
　
英
志	

県
老
連
事
務
局
長

退
任
さ
れ
た
役
員

　
役
職	

　
　

氏 

名	
 

市 

郡

監
　
事	

岡
本
　
紀
彦	

五
條
市

　 

〃	

吉
田
　
勝
行	

北
葛
城
郡

理
　
事	

扇
谷
　
清
一	

宇
陀
市

　 

〃	

上
浦
　
俊
明	

山
辺
郡

　 

〃	

大
橋
　
明
子	

磯
城
郡

　 

〃	

間
井
谷
啓
助	

宇
陀
郡

　 

〃	

福
嶋
　
昭
代	

女
性
部
会
副
部
会
長

　 

〃	

橋
本
　
順
子	

女
性
部
会
副
部
会
長

新
評
議
員
紹
介　
　

二
十
名

　
役
職	

　
　

氏 

名	
 

市 

郡

評
議
員	

岡
　
　
嘉
道	

平
群
町

　 

〃	

谷
口
　
利
広	

三
郷
町

　 

〃	

松
井
　
睦
美	

安
堵
町

　 

〃	

中
村
　
利
典	

三
宅
町

　 

〃	

大
橋
　
明
子	

田
原
本
町

　 

〃	

大
向
　
勝
彦	

曽
爾
村

　 

〃	

石
田
　
誠
克	

明
日
香
村

　 

〃	

迫
　
　
　
敏	

上
牧
町

　 

〃	

中
村
　
　
清	

王
寺
町

　 
〃	

吉
田
　
勝
行	

河
合
町

　 
〃	

古
澤
　
　
登	

吉
野
町

　 
〃	

鎌
田
　
義
道	

下
市
町

　 

〃	
脇
阪
　
武
男	

黒
滝
村

　 

〃	
鶴
岡
　
檀
定	

天
川
村

　 

〃	

雪
谷
　
明
良	

野
迫
川
村

　 

〃	

松
實
　
豊
隆	

十
津
川
村

　 

〃	

杉
本
　
利
弘	

下
北
山
村

　 

〃	

更
谷
　
昌
美	
上
北
山
村

　 

〃	

大
浦
　
勝
司	
川
上
村

　 

〃	

萬
谷
　
一
彦	
東
吉
野
村

退
任
さ
れ
た
評
議
員

　
役
職	

　
　

氏 

名	
 

市 

郡

評
議
員	

丸
谷
　
延
弘	

川
西
町

　 

〃	

西
俣
　
正
博	

御
杖
村

　 

〃	

山
本
　
　
稔	

明
日
香
村

　 

〃	

岡
本
　
光
男	

上
牧
町

　 

〃	

斧
　
　
英
二	

王
寺
町

　 

〃	

藤
井
　
　
誠	

広
陵
町

　 

〃	

更
谷
定
一
郎	

吉
野
町

　 

〃	

川
北
　
壽
麿	

下
市
町

　 

〃	

仲
村
　
　
純	

上
北
山
村

一
般
財
団
法
人 

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
役
員
・
評
議
員
改
選�

令
和
三
年
六
月
現
在

機
関
紙「
大
椿
寿
」は
、

奈
良
県
共
同
募
金
の

助
成
金
を
受
け
て
発

行
し
て
い
ま
す
。

�

県
老
連
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2021（令和 3）年度　7月以降の主な行事予定
開　　　　　催 名　　　　　　　　称 申　込

締切り 場　　　　　所月　日（曜日） 時　間
 ８月 ６日（金） 13時～ 近老協第2回定例会議　奈良県担当 県社会福祉総合センター
  8月20日（金） 10時～ 高齢者健康マージャン大会 8月2日 県社会福祉総合センター
  8月26日（木）13時30分～ 女性部会常任委員会・手芸講習会 県社会福祉総合センター
  9月  9日（木）13時30分～ 老人福祉功労者等表彰式 奈良県文化会館
 ９月１４日（火）  9時～ ゲートボール大会� 【雨天時　９月１５日（水）】 8月6日 橿原公苑　陸上競技場
 ９月２２日（水）13時30分～ 理事会（第50回）　　 県社会福祉総合センター
 ９月１５日（水） 
　 ～２１日（火） 老人の日・老人週間

 ９月２０日（月） 老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」 各市町村老連
１０月  6日（水） 9時20分～ ペタンク大会� 【雨天時　１０月１2日（火）】9月17日 橿原運動公園 まほろば広場
１０月 ８日（金）  8時～ ゴルフ大会　　　　 9月17日 奈良若草カントリー倶楽部
１０月２２日（金） 13時～ 老人クラブ指導者研修会 県社会福祉総合センター
１０月３０日（土） 10時～ 健康ウォークラリー大会�【雨天時　11月13日（土）】9月30日 斑鳩町
１１月 ２日（火） 10時～ グラウンド・ゴルフ大会� 【雨天時　１１月５日（金）】9月30日 橿原公苑　陸上競技場
11月  9日（火） 健康ウォーキング 10月17日 浄瑠璃寺・岩船寺方面
１１月１７日（水） 第50回　全国老人クラブ大会 香川県
１２月 １日（水） 9時～ パークゴルフ大会 11月5日 広陵パークゴルフコース
 ２月 ８日（火） 
～３月１５日（火） 10時～ 介護予防・健康づくりリーダー養成講座� （開講式） 令和4年 

1月7日 県社会福祉総合センター

 ２月１０日（木）13時30分～ 県老連女性部会活動研修会 県社会福祉総合センター
 ３月 ３日（木）13時30分～ 理事会（第５1回）　 県社会福祉総合センター

 ３月 ８日（火）10時～15時 介護予防・健康づくりリーダー養成講座� （公開講座） 令和4年 
2月25日 県社会福祉総合センター

 ３月１７日（木）13時30分～ 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター

 申込締切り
9月30日（木） 
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�









































県
で
は
、『
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
を
続
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
奈
良
県
』
を
基
本
理
念
に
、

次
の
三
本
柱
の
も
と
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
深
化

　

・
介
護
人
材
の
確
保
及
び
介
護
保
険
制
度
の
持
続
的
・
安
定
的
な
運
営

　

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

こ
の
う
ち
令
和
三
年
度
の
主
要
な
取
組
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
一
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
で
の
介
護
予
防
へ
の
取
組

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
っ
て
外
出
自
粛
が
長
引
い

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
化
）リ
ス
ク
の
高
ま
り
や
、人
と
の
関
わ
り

合
い
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
気
分
の
落
ち
込
み
等
が
心
配
さ
れ
た
ほ
か
、各
市
町
村
に

よ
る
独
居
高
齢
者
等
の
生
活
状
況
の
把
握
や
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
支
援
の
継

続
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、現
在
は
、感
染
予
防
を
徹
底
し
た
う
え
で
の

「
通
い
の
場
」の
利
用
等
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
や
健
康

維
持
の
た
め
の
ち
ら
し
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
元
気
に
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、今
後
も
市
町
村
や

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携・協
力
の
も
と
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

（
二
） 

高
齢
者
福
祉
計
画・第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
着
実
な
推
進
等

令
和
二
年
度
に
は
、「
高
齢
者
の
生
活
・
介
護
等
に
関
す
る
県
民
調
査
」
の
結
果

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
し
、
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
奈
良
県
を
目
指
し
、
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
含
む
す
べ
て
の
県
民
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
担
う
人
材

の
確
保
・
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
や
感
染
症
へ
の
対
応
の
強
化
を
目
指
し
、
災
害
時
に
備
え
た
体
制

の
整
備
や
感
染
拡
大
防
止
体
制
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
三
） 

若
手
職
員
で
構
成
す
る「
奈
良
県
福
祉・介
護
の
お
仕
事
Ｐ
Ｒ
隊
」

福
祉
・
介
護
の
仕
事
は
、
社
会
的
意
義
が
大
き
く
、
他
産
業
か
ら
の
参
入
も
多
い

成
長
産
業
で
あ
る
一
方
、
一
般
的
に
現
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
魅
力
や
長
所
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
県
内
の
福
祉
・
介
護
の
「
認
証
事
業
所
」
に

勤
務
す
る
若
手
職
員
を
、「
奈
良
県
福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
Ｐ
Ｒ
隊
」
と
し
て
委
嘱
し
、

令
和
元
年
８
月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
福
祉
・
介
護
の
担
い
手
と
な
る
若
者
達
に
「
な
り
た
い
職
業
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
、
自
身
の
言
葉
で
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事

の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

（
四
） 

な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ
ニ
ア
表
彰

　

県
で
は
、い
つ
ま
で
も
元
気
に
活
動
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
伝
え
、健
康

寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
県
民
の
自
発
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
心

身
と
も
に
健
康
で
若
々
し
く
』『
積
極
的
に
社
会
活
動
を
行
い
』『
年
齢
を
重
ね
た

美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、県
民
の
憧
れ
と
な
る
』高
齢
者
を「
な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ
ニ

ア
」と
し
て
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
回
目
を
迎
え
た
昨
年
度
は
、老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
、

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
た
方
な
ど
、五
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

県
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
概
要

県
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
概
要
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老人クラブ「老人の日・老人週間」
 仲間と集い、高齢者の元気な姿を示そう！
9月15日は　わが国老人福祉の記念日（原点）です

《主　唱》	 全国老人クラブ連合会　　奈良県老人クラブ連合会
《実施主体》	 市町村老人クラブ連合会　　単位老人クラブ
《推進期間》	 �9月15日「老人の日」から21日までの1週間	

地域の状況に応じて、其の前後に実施しても差し支えないものとする
《実施内容》
　�「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動を共通運動とし、これらの取り組みをとおして、
高齢者の意欲と姿勢を地域社会に示すものとする

健康・友愛・奉仕「全国三大運動」の推進
　　　　　　活動目標　⑴ 地域高齢者の健康づくり・介護予防
　　　　　　　　　　　⑵ 在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動
　　　　　　　　　　　⑶ 安全・安心の住みよいまちづくりをめざすボランティア活動

①	健康活動
	 ⃝ �日頃の健康管理・正しい生活習慣の学習・実践（栄養・運動・休養、喫煙・飲酒、病気・ねたきり・認知症の予

防、歯・口腔の健康づくり、薬の使い方、医療機関のかかり方、健康手帳やお薬手帳の活用、事故防止等）
	 ⃝ �いきいきクラブ体操・健康ウォーキング・シニアスポーツの実施
	 ⃝ �趣味・サークル活動の拡充、おしゃべり会の開催
	 ⃝ �料理講習会・食事会の開催
	 ⃝ �家庭内外での転倒しない環境づくり、ヒヤリ地図の作成
	 ⃝ �健康診断・歯（口腔）の定期検診の受診促進、体力測定会の開催
	 ⃝ �高齢者医療や介護保険など制度・施策の学習　　など

②	友愛活動
	 ⃝ �関係機関と連携した集いの場つくり（サロン、ふれあい喫茶、居場所の確保等）
	 ⃝ �日常生活の困りごと支援（電球交換、ゴミだし、物の移動、買い物等）
	 ⃝ �情報の伝達・提供（クラブや町内情報、福祉・防犯・災害・避難などの情報）
	 ⃝ �ひとり暮らしや高齢者世帯への安否確認・声かけ・友愛訪問・話し相手・行事等への参加の呼びかけ
	 ⃝ �認知症への正しい理解、権利擁護などの学習活動　　など

③	奉仕（ボランティア）活動
	 ⃝ �全国一斉「社会奉仕の日」（9月20日）の取り組み
	 ⃝ �公共施設や道路の清掃・美化・緑化・花づくり
	 ⃝ �資源回収・リサイクル活動
	 ⃝ �高齢者施設におけるボランティア
	 ⃝ �地域（子ども）見守りパトロール活動
	 ⃝ �防犯・防災のための活動
	 ⃝ �伝承や他世代交流
	 ⃝ �高齢者や地域から期待される活動への支援　　など

＊取り組みにおきましては、新型コロナの感染状況に配慮され、各自治体の最新情報に基づいて無理のない対応をお願いします。
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
講
習
会

令
和
三
年
三
月
十
日
、
県
老
連

と
し
て
初
め
て
取
り
組
む
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験

講
習
会
」
を
、
広
陵
町
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
暖
か
い

日
で
、
七
十
八
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
中
村
秀
雄
県
老
連
会
長
の

挨
拶
、
中
村
康
雄
県
老
連
副
会
長
の

ル
ー
ル
説
明
の
あ
と
、
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、ク
ラ
ブ
で
ボ
ー

ル
を
打
ち
カ
ッ
プ
イ
ン
す
る
ま
で
の

打
数
を
競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ボ
ー
ル
が
大
き
く
、
距
離
も
短
い
の

で
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
を
打
ち
上

げ
る
の
で
は
な
く
転
が
し
て
カ
ッ
プ

に
入
れ
る
の
で
、
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
近
年
高
齢
者
に
も
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
多
く
は
、
初
心
者
の
方

で
し
た
。
指
導
員
の
方
を
含
め
、
四

人
一
組
で
コ
ー
ス
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

初
め
は
思
い
通
り
に
ボ
ー
ル
を
打
て

ず
、
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
指
導
員
の
方

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
徐
々
に

上
手
に
打
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
手
指
消
毒
と
マ
ス
ク
着
用

で
の
プ
レ
ー
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん

楽
し
く
講
習
会
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
に
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

簡
単
に
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で

初
め
て
で
も
“
大
丈
夫
”。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【体験講習会での入賞者】
賞 氏　名
優　勝 田中　敏雄
準優勝 満留　　勇
第三位 眞鍋　一郎

ホールインワン賞 澤岡　廣子
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※ 昼食は
　 各自ご用意ください

＊コロナウイルス感染症の状況によ
り開催が出来ない場合がありま
す。その際は、ご連絡を致します
が、何卒ご理解、ご了承ください。

8月2日

60

9月17日
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共同募金は、寄付した方々の地域でいきる募金です。
令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の脅威に世界中がさらされ、近年経験したことのない社
会的困難な情勢の中、「つながりをたやさない社会づくり」をテーマに掲げ、共同募金運動に取り組
みましたところ、皆様のご支援・ご協力をいただき１億6,143万7,473円の募金が集まりました。
これらの募金は、高齢者への見守り支援や、サロン活動、こども青少年育成、障害者支援等、様々
な地域福祉課題を解決するための財源として助成するとともに、昨今増加している甚大な災害にも
対応できるよう募金の一部を災害等準備金として積み立てています。
今年度も10月から募金目標額1億6,300万円を掲げ、全力をあげて共同募金運動に取り組みます。
県民の皆様には、本県の地域福祉の推進に一層のご理解・ご協力を賜わりますようお願い申し上
げます。
また、通常の10月からの募金活動とは別に、新型コロナ関連事業として、昨年度に引き続き、「い
のちをつなぐ支援活動を応援! ～支える人を支えよう～」の募金活動を4月～6月に実施し、助成事
業を行います。
共同募金会は、遺贈・相続寄付に関するご相談も受付けています。お気軽にお問い合わせください。
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私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

TEL:0745-45-0351

頼
り
に
し
て
い
た
姉
が
―

�

御
所
市　

島
田　
久
子
（
81
歳
）

三
姉
妹
で
長
女
だ
っ
た
姉
が
実
家
を

継
い
で
く
れ
ま
し
た
。
私
は
嫁
い
で
子

ど
も
が
生
ま
れ
、
連
れ
て
実
家
に
帰
っ

た
と
き
は
、
ひ
と
り
で
楽
し
く
自
由
に

買
い
物
に
行
き
、
姉
が
家
で
子
ど
も
の

面
倒
を
全
て
見
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が

遅
く
帰
っ
た
と
き
は
、
父
に
す
ご
く
叱

ら
れ
「
自
分
の
姉
や
か
ら
、
何
も
か
も

ほ
っ
た
ら
か
し
で
遊
ん
で
ら
れ
る
ね
、

兄
嫁
や
っ
た
ら
そ
ん
な
こ
と
し
て
ら
れ

へ
ん
ぞ
」
と
注
意
さ
れ
、
反
省
し
ま
し

た
。
父
母
が
他
界
し
た
後
も
、
義
兄
と

姉
に
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な

り
、
深
謝
し
て
お
り
ま
す
。

義
兄
が
他
界
し
、
そ
の
後
も
姉
を
頼

り
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
足
を
悪

く
し
思
考
の
方
も
衰
え
だ
し
て
き
て
、

今
は
施
設
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
に
で
き
る
事
は
、
姉
に
会
い
に

行
く
こ
と
で
す
が
、
今
は
月
一
回
し
か

面
会
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
こ
と
が
判
っ

て
い
る
間
は
、
毎
月
行
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
の
名
前
は
わ
か
っ
て
い
て
、

喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
「
保
男
さ

ん
（
私
の
夫
）
元
気
に
し
て
く
れ
て
は
る

け
」
と
気
を
遣
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

父
母
は
他
界
し
て
い
る
の
に
「
お
父

ち
ゃ
ん
も
お
母
ち
ゃ
ん
も
元
気
や
か
ら

助
か
る
わ
」と
言
う
の
で
、「
そ
う
や
ね
」

と
姉
に
合
わ
せ
て
お
き
ま
す
。

「
こ
こ
の
先
生
も
み
な
優
し
く
親
切

や
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
こ

老
人
の
思
い

�

葛
城
市　

山
崎
チ
ヱ
子
（
89
歳
）

何
で
も
思
え
ば
す
ぐ
に
や
り
た
い
性

急
な
私
で
す
。
で
も
年
齢
に
は
勝
て
な

い
と
悩
ん
で
い
ま
す
。

若
い
と
き
の
重
労
働
で
、
脊
柱
管
狭

窄
症
と
右
肩
の
腱
板
消
失
で
、
思
う
よ

う
に
力
が
入
り
ま
せ
ん
。
手
も
不
自
由

な
が
ら
、
乱
筆
で
も
思
う
こ
と
を
書
け

る
の
が
、
頭
の
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

ま
す
。
娘
や
孫
に
「
無
理
し
な
や
」
と

気
に
か
け
て
も
ら
い
、
嫁
に
も
世
話
を

か
け
て
気
ま
ま
に
元
気
に
暮
ら
せ
て
有

難
い
で
す
。

毎
朝
鏡
の
前
に
座
り
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ

化
粧
も
し
ま
す
。
老
婆
の
顔
に
な
り
、

少
し
や
せ
て
髪
の
毛
も
色
褪
せ
て
き
ま

し
た
。
年
寄
り
の
顔
に
趣
が
あ
る
の

は
、
越
え
た
苦
労
や
納
め
た
悲
哀
が
刻

ま
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
手
は
さ
さ
く

れ
、
深
手
は
と
も
か
く
、
心
の
さ
さ
く

れ
は
な
く
、
ま
ん
ざ
ら
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
に
見
せ
る
で
も
な
く
、
花
道
を

ゆ
く
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
い
い

顔
で
齢
（
よ
わ
い
）
を
重
ね
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

特
に
私
た
ち
老
人
は
、
厳
し
い
時
代

を
生
き
抜
い
た
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

備
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
生
か
す
高
齢

者
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
社
会
こ
そ
、

住
み
よ
い
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。

多
忙
な
若
者
に
手
数
を
か
け
な
い
よ

う
、
自
分
で
や
れ
る
こ
と
は
先
ず
や
っ

て
み
る
こ
と
で
す
。
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笑
顔
の
力

�

天
理
市　

堀
内　
房
子
（
95
歳
）

人
間
は
、
笑
顔
に
接
す
る
と
自
分
も

笑
顔
に
な
り
や
す
く
な
る
も
の
で
す
。

意
識
的
で
も
笑
顔
を
つ
く
る
と
、
脳
が

刺
激
を
受
け
て
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
家
族
の
笑
顔
は
、
や
わ
ら

か
な
気
持
ち
、
幸
福
な
気
持
ち
の
も
と

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
の

笑
顔
は
、
子
ど
も
た
ち
を
生
き
生
き
と

さ
せ
、
家
族
に
安
心
を
も
た
ら
し
、
子

ど
も
の
笑
顔
も
ま
た
家
族
を
生
き
生
き

と
さ
せ
ま
す
。
家
族
み
ん
な
が
笑
顔
を

忘
れ
ず
に
い
る
家
庭
は
、
そ
の
絆
が
強

ま
り
、
た
と
え
家
族
の
誰
か
が
心
の
重

荷
を
感
じ
て
い
る
と
き
で
も
そ
れ
を
軽

く
し
て
く
れ
ま
す
。

笑
顔
を
生
み
出
す
も
の
は
、
喜
び
や

う
れ
し
さ
、
励
ま
し
や
感
謝
等
々
で
有

り
、
こ
れ
は
生
き
る
う
え
で
の
原
動
力

と
い
え
る
も
の
で
す
。
笑
顔
だ
け
で
な

く
、
美
し
い
言
葉
も
笑
顔
を
作
る
元
に

な
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」「
大
好
き
」「
う
れ

し
い
」「
き
れ
い
ね
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」

こ
う
し
た
言
葉
を
聞
く
と
笑
顔
に
な
り
、

ふ
う
わ
り
温
か
い
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ま

す
。優

し
い
笑
顔
と
美
し
い
言
葉
を
忘
れ

ず
に
、
そ
ん
な
力
を
よ
り
多
く
生
み
出

せ
る
家
庭
や
世
の
中
に
な
る
よ
う
祈
り

ま
す
。

と
も
有
り
、
身
体
に
触
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
対
面
で
ビ
ニ
ー
ル
の
仕
切

り
を
隔
て
て
、
姉
と
し
ば
ら
く
会
話
し

ま
す
。帰
る
と
き
も「
気
を
つ
け
て
帰
っ

て
や
」
と
気
を
遣
っ
て
く
れ
る
、
姉
の

優
し
さ
が
ジ
ン
と
感
じ
ま
す
。「
又
来

る
わ
な
」
と
、
し
ば
ら
く
の
会
話
を
終

え
帰
り
ま
す
。

次
、
会
う
の
が
私
の
楽
し
み
で
す
。

米
寿
の
誕
生
日

�

葛
城
市　

松
村　
澄
子
（
88
歳
）

朝
か
ら
、
京
都
で
大
学
生
活
を
す
る

一
番
下
の
孫
が
「
お
め
で
と
う
」
と
帰

省
し
た
。

夕
方
、「
お
母
さ
ん
お
客
様
」
と
嫁

が
私
に
―
。
誰
か
と
玄
関
に
出
る
と
、

東
京
に
住
む
二
人
の
孫
が
立
っ
て
い
る
。

私
は
自
分
の
こ
と
を
忘
れ
、
何
か
あ
っ

た
の
か
と
一
瞬
ど
き
っ
と
し
た
。

い
つ
も
孫
を
案
じ
て
い
る
か
ら
二
人

は
「
お
め
で
と
う
」
と
代
わ
る
代
わ
る

ハ
グ
し
て
く
れ
た
。
涙
が
溢
れ
た
。

私
の
知
ら
な
い
内
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

親
子
相
談
が
出
来
て
い
た
よ
う
で
あ
っ

た
。翌

日
、
家
族
揃
っ
て
六
人
で
米
寿
祝

い
の
伊
勢
旅
行
。
孫
子
に
抱
か
れ
楽
し

い
二
日
間
を
過
ご
し
た
。

私
の
人
生
で
一
番
嬉
し
い
誕
生
日
で

あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
帰
る
と
き
、「
身
体
に
気

を
つ
け
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
元
気
で

い
て
ね
」
と
ハ
グ
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

〒636-0223　奈良県磯城郡田原本町鍵68-1　定休日／毎週水曜日　営業時間／10：00～18：30
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マ
ス
ク
縫
い
（
二
）

�

大
和
高
田
市　

今
中
惠
美
子
（
82
歳
）

年
の
瀬
も
押
し
迫
り
、
縫
い
か
け
て

い
た
マ
ス
ク
を
仕
上
げ
、
何
枚
縫
っ
た

か
な
と
数
え
る
と
千
枚
に
十
枚
足
り
な

か
っ
た
。
―
残
念
―

年
が
明
け
正
月
の
片
付
け
を
済
ま
せ
、

裁
断
し
て
い
る
残
り
を
縫
っ
て
し
ま
お

う
と
始
め
た
が
、
ま
た
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
表
布
が
集
ま
り
、
現
在
千
三
百
枚

位
縫
っ
て
い
る
。
百
人
近
い
方
に
配
っ

て
い
る
が
、
何
人
か
の
人
か
ら
「
同
じ

柄
の
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
に
会
っ
た

よ
」
と
聞
く
。
差
し
上
げ
た
人
た
ち
が
、

家
族
や
友
人
に
分
け
て
く
れ
た
の
だ
ろ

う
。
マ
ス
ク
の
輪
が
広
が
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
っ
て
い
る
の
な
ら
、

何
よ
り
う
れ
し
い
。
関
西
は
も
ち
ろ
ん
、

東
京
や
四
国
の
知
人
に
も
送
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
の
先
い
つ
ま
で
必
要
な

の
か
判
ら
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
先
が
長

い
よ
う
だ
。
そ
れ
な
ら
、
ス
カ
ー
フ
感

覚
で
服
装
や
季
節
に
あ
わ
せ
て
使
い
分

け
、
お
洒
落
に
楽
し
め
ば
良
い
と
思
っ

て
い
る
。

少
し
ず
つ
、
い
ろ
ん
な
方
面
で
会
議

や
行
事
も
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
一
日
も

早
い
終
息
を
念
じ
つ
つ
、
今
も
縫
っ
て

い
る
。

辞
世
の
句

�

三
郷
町　

堀
内　
宗
弘
（
80
歳
）

私
は
、
今
年
七
月
二
十
一
日
で
満

八
十
歳
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
・
平
成
・

令
和
と
年
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
、

世
の
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
疫

病
が
広
が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

日
常
生
活
が
変
わ
り
ま
し
た
。
私
は
感

染
防
止
の
た
め
、
一
日
中
家
に
居
る
日

が
増
え
ま
し
た
。

外
出
を
避
け
、
一
日
家
に
お
り
ま
す

と
退
屈
で
、
本
棚
を
整
理
す
る
と
辞
世

の
句
の
本
を
見
つ
け
て
読
み
ま
し
た
。

そ
の
本
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
昔
は

武
士
の
時
代
、
死
を
身
近
に
感
じ
あ
の

世
に
旅
立
つ
最
後
の
言
葉
を
残
し
て
い

ま
す
。
昔
の
武
士
が
残
し
た
辞
世
の
句

は
、
現
在
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
歳
に
な
り
残
り
す
く
な
い

人
生
に
、
何
か
妻
や
子
ど
も
に
生
き
て

き
た
証
と
し
て
、
後
世
に
気
持
ち
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
川
家
康

「�

先
に
ゆ
く 
あ
と
に
残
る
も
同
じ
事 

連
れ
て
行
け
ぬ
を
わ
か
れ
と
ぞ
思
ふ
」

　

語
訳
：�

先
に
死
ぬ
の
も
同
じ
こ
と
で

あ
る
。
連
れ
て
行
け
な
い
の

が
、
死
の
別
れ
と
言
う
も
の

で
あ
ろ
う
。

豊
臣
秀
吉

「�

露
と
落
ち
露
と
消
え
に
し
我
が
身
か

な　

浪
速
の
こ
と
は
夢
の
ま
た
夢
」

　

語
訳
：�

露
の
よ
う
に
こ
の
世
に
生
ま

れ
、
ま
た
露
の
よ
う
に
消
え

て
い
く
我
が
身
で
あ
る
こ
と

よ
。
浪
速
の
こ
と
も
、
夢
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
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趣
味

�

御
杖
村　

谷
尾　
弘
子
（
78
歳
）

人
は
誰
で
も
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
、

作
っ
て
み
た
か
っ
た
事
を
持
っ
て
い
る

と
思
う
。

私
の
趣
味
は
、
盆
栽
と
山
野
草
を
作

る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
今
か
ら
三
十
五

年
く
ら
い
前
か
ら
続
け
て
、
草
木
に
魅

了
さ
れ
た
。
そ
の
世
代
は
、
高
度
成
長

期
で
野
草
も
ブ
ー
ム
に
な
り
、
愛
好
者

も
た
く
さ
ん
い
た
。
ま
た
、
講
師
先
生

は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
感
性
の
豊
富

な
方
に
手
解
き
も
受
け
て
い
た
。
先
生

の
作
品
に
私
は
一
目
惚
れ
し
、
心
が
動

か
さ
れ
た
。
そ
れ
を
作
る
に
は
、
長
い

経
験
の
積
み
重
ね
が
必
要
だ
と
、
夢
を

追
い
続
け
て
き
た
。

あ
り
ふ
れ
た
道
端
の
草
木
も
、
作
り

方
で
素
敵
な
一
鉢
に
な
る
。
小
さ
な
花

木
も
愛
情
を
注
ぎ
目
配
り
し
つ
つ
、
ま

た
寒
暖
の
差
の
激
し
い
御
杖
の
里
は

ぴ
っ
た
り
の
環
境
で
好
条
件
だ
っ
た
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
中
で
、
小
さ
な
芽
か

ら
育
て
株
分
け
を
し
、
花
木
の
剪
定
に

至
る
ま
で
、
植
物
を
育
て
る
面
白
さ
を

味
わ
っ
た
。
新
芽
が
吹
き
始
め
、
蕾
も

ふ
く
ら
み
、
花
が
咲
き
実
を
つ
け
、
秋

の
紅
葉
、
季
節
の
変
わ
り
ゆ
く
度
に
幾

通
り
も
楽
し
さ
が
あ
っ
た
。
育
て
る
中

に
は
失
敗
も
あ
り
、
そ
れ
も
肥
や
し
に

も
な
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。

今
、
高
齢
者
に
な
っ
た
が
、
時
々
愛

好
者
の
仲
間
と
お
会
い
し
て
語
り
合
い
、

花
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
一
人

で
も
楽
し
め
、
お
金
も
さ
ほ
ど
使
わ
ず

奥
も
深
く
定
年
も
な
い
。
こ
の
夢
を
追

い
か
け
て
生
き
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
、

私
の
至
福
の
時
で
あ
る
。

金
柑

�

大
和
郡
山
市　

村
田　
博
子
（
80
歳
）

今
か
ら
十
五
年
程
前
の
一
月
五
日
、

奈
良
の
南
市
え
び
す
神
社
へ
参
拝
し
た

後
、
帰
り
に
出
店
で
三
十
セ
ン
チ
位
の

金
柑
を
買
っ
て
帰
り
、
鉢
植
え
に
し
ま

し
た
。

だ
ん
だ
ん
大
き
く
育
っ
て
き
た
の
で
、

畑
に
植
え
替
え
ま
し
た
。
実
が
成
り
だ

し
、
今
で
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
実
が
鈴
成

り
に
成
り
ま
す
。

金
柑
の
甘
露
煮
は
、
喉
に
良
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
私
も
甘
さ
を
ひ

か
え
て
作
り
、
瓶
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
作
り
続

け
て
い
ま
す
。
時
々
口
に
入
れ
て
は
、

自
分
で
満
足
し
て
い
ま
す
。
よ
そ
様
に

も
あ
げ
る
と
、
甘
露
煮
を
作
っ
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
く
実
が
成
り
ま
す
よ

う
に
と
、
木
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
甘

露
煮
が
長
く
作
れ
ま
す
よ
う
に
と
も
…
。

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
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挨
拶
も
「
コ
ロ
ナ
感
染
何
人
」
と
季
節
の
移
り
忘
れ
た

よ
う
な

“
こ
の
櫻
見
納
め
ね
”と
呟
や
き
し
君
桜
吹
雪
に
送
ら
れ

て
逝
く

白
内
障
術
後
二
ヶ
月
過
ぎ
ゆ
き
て
ま
っ
先
に
行
く
美
容

院
へ
と

ひ
も
す
が
ら
コ
ロ
ナ
の
為
に
マ
ス
ク
し
て
顔
見
ず
友
と

長
々
電
話
す

コ
ロ
ナ
禍
に
初
ひ
孫
の
誕
生
嬉
し
く
て
写
真
飾
り
て
心

な
ご
ま
す

土
手
を
這
い
苅
田
を
覆
う
川
霧
や
落
ち
穂
啄
む
影
映
し

け
り

た
そ
が
れ
や
銀
翼
映
え
る
轟
音
に
夫
と
旅
し
た
島
ぞ
こ

い
し
き

宇
宙
船
発
つ
映
像
消
し
外と

に
出い

で
て
鎌
研
ぐ
こ
れ
ぞ
天

と
地
の
差

読
ん
で
は
閉
じ
と
じ
て
は
讀
み
し
大
椿
寿
次
回
待
っ
て
る

私
の
掲
載

山
合
の
静
か
な
谷
間
鶯
の
鳴
く
声
背
な
に
山
菜
を
摘
む

去
年
の
秋
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
も
ら
い
ボ
ー
ル
の
ご
と
く

育
ち
食
せ
り

診
療
所
に
受
診
を
す
れ
ば
先
生
の
や
さ
し
き
笑
顔
に
心

や
す
ら
ぐ

身
を
案
じ
「
薬
の
管
理
出
来
て
る
か
」
子
ら
の
心
配
身
に

沁
み
い
る
も

害
虫
の
大
量
発
生
尾
を
引
い
て
米
作
り
の
日
憂
い
が
募
る

慈
し
み
貯
め
て
つ
き
な
い
夫
婦
愛
平
群
町

大
村
三
郎

初
夏
の
匂
い
思
い
出
た
ど
る
わ
ら
帽
子
天
理
市

岡
田
世
紀
子

老
い
た
今
嬉
し
い
こ
と
を
書
く
日
記
葛
城
市

松
村
澄
子

つ
れ
づ
れ
に
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
子
守
歌
山
添
村

今
中
幸
子

コ
ロ
ナ
禍
で
面
会
な
し
で
姉
ゆ
け
り
田
原
本
町

西
本
久
子

病
む
ベ
ッ
ド
へ
楽
し
い
話
だ
け
を
す
る
大
和
高
田
市

川
合
祐
子

行
き
着
く
先
は
み
ん
な
同
じ
と
楽
に
行
き
大
和
高
田
市

猶
原
重
男

齢
な
ど
言
っ
て
は
お
れ
ぬ
毎
食
事
葛
城
市

三
島
チ
ヅ
子

ね
ら
い
打
ち
ゴ
ル
フ
は
楽
し
ワ
ン
カ
ッ
プ
下
市
町

桶
谷
忠
博

老
人
会
絆
断
ち
切
る
新
コ
ロ
ナ

宇
陀
市

松
川
輝
蔵

血
糖
値
数
値
見
る
な
り
歩
幅
大

大
淀
町

庄
司
久
子

幼
子
の
数
の
あ
や
う
し
豆
を
む
く
生
駒
市

現
王
園
道
子

冷
や
や
か
な
視
線
気
に
せ
ず
老
い
の
赤
川
西
町

井
澤　

徹

喜
寿
に
し
て
今
年
限
り
と
い
う
年
賀
河
合
町

大
西
利
恭

孫
双
子
カ
サ
カ
サ
ふ
れ
る
千
歳
飴
天
理
市

山
口
ヨ
シ
エ

ゆ
る
ぎ
な
く
早
苗
根
が
付
き
半
夏
生
香
芝
市

福
嶋
の
ぶ
え

近
隣
の
励
ま
し
を
背
に
夫
介
護

田
原
本
町

片
岡
ヤ
ス
子

先
見
え
ぬ
事
業
主
へ
の
支
援
策

橿
原
市

光
宗
由
美
子

ひ
た
ひ
た
と
足
音
迫
る
今
朝
の
風
葛
城
市

猪
木
武
久

独
り
居
の
生
活
気
ま
ま
草
青
く

吉
野
町

橋
本
佳
代
子

寝
た
き
り
も
と
き
め
き
た
い
よ
生
き
て
い
る
葛
城
市

外
輪
加
寿
代

老
後
な
ど
ど
う
に
か
な
る
と
虚
勢
張
る
大
和
郡
山
市

稲
垣
明
子

遠
き
友
大
椿
寿
見
た
と
声
う
れ
し
大
和
郡
山
市

植
村
淳
子

あ
の
頃
の
ウ
イ
ン
ク
今
は
ド
ラ
イ
ア
イ
大
和
郡
山
市

上
田
周
治

先
ず
健
康
今
日
一
日
を
感
謝
し
て
生
駒
市

大
塚
嘉
子

小
西
榮
依
子 

選 

短
　
歌

和
田 

富
子 

選

俳
　
句

冬
木
の
芽
天
に
向
ひ
て
り
ん
と
立
つ
御
杖
村

水
口
桃
江

水
仙
や
橋
か
ら
対
話
笑
顔
受
く

御
所
市

柴
田
清
美

寒
鯉
の
お
ど
る
池
辺
や
陽
の
光
る
山
添
村

今
中
幸
子

酌
み
交
わ
し
語
ら
い
も
無
い
年
の
暮
川
西
町

井
澤　

徹

老
い
樂
に
知
恵
一
つ
か
な
年
の
暮
川
西
町

井
澤
清
美

家
の
庭
ス
タ
ー
気
取
り
の
寒
椿

明
日
香
村

尾
崎
勝
子

年
の
豆
手
に
余
り
た
り
卒
寿
か
な
葛
城
市

松
村
澄
子

空
海
の
笠
を
か
す
め
て
初
つ
ば
め
平
群
町
吉
原
惠
美
子

口
な
ら
べ
親
の
帰
り
を
ま
つ
つ
ば
め
田
原
本
町

西
本
久
子

水
温
む
空
の
青
さ
の
透
き
通
る

吉
野
町
橋
本
佳
代
子

春
光
に
た
た
な
う
山
や
伊
賀
大
和
山
添
村
奥
谷
美
代
子

梅
の
香
の
流
れ
に
歩
む
写
経
場

大
和
高
田
市

土
井
悠
子

蓬
摘
む
土
手
の
母
子
の
笑
い
声

河
合
町

藤
本
敬
子

鋤
き
返
し
畦
ぎ
わ
の
こ
す
紫
雲
英
葛
城
市
安
川
し
げ
子

一
面
に
心
な
ご
む
や
桜
草

大
淀
町

庄
司
久
子

折
鶴
に
祈
り
を
込
め
て
春
の
虹

田
原
本
町

片
岡
ヤ
ス
子

上
座
に
て
老
婆
頬
染
む
雛
の
膳

香
芝
市
中
岡
美
佐
子

満
ち
た
り
て
散
り
行
く
桜
か
ぐ
わ
し
く
香
芝
市
福
嶋
の
ぶ
え

鴨
川
の
二
人
へ
散
華
花
吹
雪

河
合
町

野
村
継
男

鯉
跳
ね
て
花
の
筏
を
み
だ
し
け
り
生
駒
市
現
王
園
道
子

人
の
出
の
少
な
き
園
に
春
の
鹿

大
和
郡
山
市

西
田
眞
希
子

卒
業
式
終
え
教
室
で
絶
叫
す

河
合
町

阿
部
妙
子

遠
き
日
の
夫
と
子
の
こ
と
汐
干
狩
天
理
市

豊
島
和
美

春
風
と
同
じ
速
さ
で
ス
ケ
ー
タ
ー
葛
城
市
外
輪
加
寿
代

わ
が
庭
の
旨
き
八
朔
宝
な
り

大
和
郡
山
市

植
村
淳
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
先
づ
は
ス
マ
ホ
に
散
歩
か
な
御
所
市
岩
戸
田
鶴
子

短
夜
や
も
う
朝
刊
の
届
く
刻

天
理
市

岩
本
芳
子

新
樹
風
遺
影
は
い
つ
も
ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
平
群
町
吉
原
惠
美
子

駅
の
名
が
寺
の
名
に
し
て
若
葉
風
上
牧
町

田
中
豊
治

若
葉
風
松
山
城
跡
ひ
と
巡
り

宇
陀
市

松
田
年
子

大
楠 

紀
子 

選

川
　
柳

大
和
高
田
市

木
村
弘
子

葛
城
市

三
島
チ
ヅ
子

葛
城
市

村
田
和
子

香
芝
市

福
嶋
の
ぶ
え

三
郷
町

柳
原
恵
美
子

川
西
町

井
澤　

徹

田
原
本
町

西
本
久
子

宇
陀
市

井
上
淳
子

山
添
村

今
中
幸
子

桜
井
市

森
本
和
雄

大
和
郡
山
市

村
田
博
子

黒
滝
村

林　
寿
美
枝

葛
城
市

松
村
澄
子

葛
城
市

坂
口
君
代
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いきいきクラブ体操いきいきクラブ体操

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、も

う
、お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。
毎
日
の

感
染
者
数
が
気
が
か
り
で
す
。

　

今
は
、お
う
ち
時
間
が
あ
っ
て
も
や
る

気
が
お
こ
ら
ず
、運
動
不
足
が
気
に
な
り

ま
す
。

　

堀
内
宗
弘
さ
ん
は
、蔵
書
の
一
冊
を
手

に
と
る
機
会
と
さ
れ
ま
し
た
。ゆ
っ
く
り

「
読
む
こ
と
」「
考
え
る
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

に
時
間
を
使
う
な
ん
て
理
想
で
す
。

　

山
崎
さ
ん
や
島
田
さ
ん
は
、私
た
ち
に

「
老
い
」に
つ
い
て
考
え
る
、き
っ
か
け

4

4

4

4

を

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

身
体
の
劣
え
は
、命
あ
る
者
の
自
然
の

姿
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
増
え
る
白
髪
、

減
る
歯
の
数
。
物
覚
え
が
悪
く
な
り
、物

忘
れ
が
増
え
ま
す
。
あ
あ
、こ
れ
が
齢と
し

を

と
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。こ
う
な

れ
ば
、肩
肘
は
ら
ず
楽
に
生
き
た
い
で
す
。

　

堀
内
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る「
笑
顔
」に

出
会
い
な
が
ら
、生
き
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
、作
品
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
平
均
年
齢
は
、八
十
六
歳
余
り

で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
拡
が
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
が
、二
回
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
た
ど
り
つ
け
る
か
、必
要
な
医
療

は
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、不
安
で
す
。

　

あ
た
り
ま
え

4

4

4

4

4

の
日
常
は
、「
安
心
4

4

」が

支
え
で
す
。�

（
岡
林
巧
子
）

 

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
は
７
つ
の

運
動
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

椅
子
に
座
っ
て
す
る
体
操
の
⑦
で

す
。
前
屈
す
る
時
、
息
を
止
め
ず
最
後

に
息
を
吐
き
き
る
と
、
背
中
や
腰
が
し

な
や
か
に
な
り
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

（
腰
背
部
の
ス
ト
レ
ッ
チ
）

●ひじかけのない安定した椅子を使いましょう。
●少し浅く腰をかけ、姿勢を正しく保ちましょう。
●音楽「リズムローレン」に合わせて行いましょう。
●畳やカーペットに腰をおろしてもできます。

～椅子に座ってする体操～～椅子に座ってする体操～

編

集

後

記

編

集

後

記

第
８
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
帰
り
旅
行
は
、
石
仏
の
里
「
当
尾
」
コ
ー
ス
を
散
策
し
ま
す
。

京
都
府
木
津
川
市
加
茂
町
の
当
尾（
と
う
の
）は
古
来
よ
り
、
南
都
の
僧
侶
が
修
行
に
打
ち
込
む
た
め
、

都
か
ら
少
し
離
れ
た
こ
の
地
で
暮
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
僧
侶
が
過
し
た
庵
が
寺
院

へ
と
姿
を
変
え
、
塔
頭
が
並
び
「
塔
の
尾
根
」
が
で
き
、
い
つ
し
か
「
当
尾
」
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。�

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
第
８
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆

☆
第
８
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆
令
和
三
年
十
一
月
九
日
（
火
）
実
施
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